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型管理ポータルで管理が可能な情報

部品情報
1 部品番号*

2 部品名

3 図面番号

4 状態（準備、量産、補給
品、生産終了）

5 量産打ち切り年月日

6 材料（受注企業調達、発
注企業調達）

7 備考欄

8 予備項目1、2、3

型取引情報
1 発注企業コード*

2 発注企業名

3 受注企業コード

4 受注企業名

5 型資産登録企業

6 契約書

7 備考欄

7 予備項目1、2、3

実績情報
1 生産/納品年月*

2 生産数量

3 納品数量

4 在庫数量

5 備考欄

型情報
1 型番号

2 工程

3 状態（通常、メンテ、返却、廃棄）

4 製作日

5 取得日

6 独自管理番号

7 ショット数算出基準日

8 ショット数

9 備考欄

10 タテ

11 ヨコ

12 高さ

13 重量

14 型面積（タテ、ヨコを入れると自動計算）

15 画像（3枚）

16 予備項目1、2、3

保管場所情報
1 保管企業名

2 保管施設名、アドレス

3 棚卸確認日、確認者

4 出庫フラグ

5 予備項目1、2、3

メンテナンス情報
1 メンテナンス日*

2 メンテナンス分類（錆取り、磨き、油さし、表面処理、
メッキ処理、その他）*

3 作業工数（日）*

4 メンテナンス備考欄

型の【廃棄】【返却】【保管費処理】に必要な情報をコンパクトに整理

保管費用情報
1 保管設備費

2 保管費

3 保管費確認日

4 備考欄

2

最新化

2023年度、2024年度 変更点

＊入力必須項目



型と部品を紐付けて管理
部品に紐付く型や型に紐づく部品を管理できる仕組み

3

構成部品番号A-1を検索した画面イメージ
（不要部は削除済）

型番号A-1-1を検索した画面イメージ
（不要部は削除済）



ショット数管理（2024年度新機能）
部品に紐付く型や型に紐づく部品を管理できる仕組み

4

型のショット数
は紐づく部品の
生産数を自動
集計



PC画面

型管理ポータルのメニューとサブメニュー

・検索
・登録
・CSV一括登録
・入庫
・出庫

・変更

・検索
・登録

・パスワード変更
・ログアウト

スマホ画面

5

バーガーボタン

メニューイメージ

メニューイメージ



型と部品の紐付け（部品を登録してから型を紐付け）

部品情報
1 部品番号*

2 部品名

3 図面番号

4 状態（準備、量産、補給
品、生産終了）

5 量産打ち切り年月日

6 材料（受注企業調達、発
注企業調達）

7 備考欄

8 予備項目1、2、3

型取引情報
1 発注企業コード*

2 発注企業名

3 受注企業コード

4 受注企業名

5 型資産登録企業

6 契約書

7 備考欄

7 予備項目1、2、3

実績情報
1 生産/納品年月*

2 生産数量

3 納品数量

4 在庫数量

5 備考欄

型情報
1 型番号

2 工程

3 状態（通常、メンテ、返却、廃棄）

4 製作日

5 取得日

6 独自管理番号

7 ショット数算出基準日

8 ショット数

9 備考欄

10 タテ

11 ヨコ

12 高さ

13 重量

14 型面積（タテ、ヨコを入れると自動計算）

15 画像（3枚）

16 予備項目1、2、3

保管場所情報
1 保管企業名

2 保管施設名、アドレス

3 棚卸確認日、確認者

4 出庫フラグ

5 予備項目1、2、3

メンテナンス情報
1 メンテナンス日*

2 メンテナンス分類（錆取り、磨き、油さし、表面処理、
メッキ処理、その他）*

3 作業工数（日）*

4 メンテナンス備考欄

型の【廃棄】【返却】【保管費処理】に必要な情報をコンパクトに整理

保管費用情報
1 保管設備費

2 保管費

3 保管費確認日

4 備考欄

6

2023年度、2024年度 変更点

＊入力必須項目



型と部品の紐付け（型を登録してから部品を紐付け）

部品情報
1 部品番号*

2 部品名

3 図面番号

4 状態（準備、量産、補給
品、生産終了）

5 量産打ち切り年月日

6 材料（受注企業調達、発
注企業調達）

7 備考欄

8 予備項目1、2、3

型取引情報
1 発注企業コード*

2 発注企業名

3 受注企業コード

4 受注企業名

5 型資産登録企業

6 契約書

7 備考欄

7 予備項目1、2、3

実績情報
1 生産/納品年月*

2 生産数量

3 納品数量

4 在庫数量

5 備考欄

型情報
1 型番号

2 工程

3 状態（通常、メンテ、返却、廃棄）

4 製作日

5 取得日

6 独自管理番号

7 ショット数算出基準日

8 ショット数

9 備考欄

10 タテ

11 ヨコ

12 高さ

13 重量

14 型面積（タテ、ヨコを入れると自動計算）

15 画像（3枚）

16 予備項目1、2、3

保管場所情報
1 保管企業名

2 保管施設名、アドレス

3 棚卸確認日、確認者

4 出庫フラグ

5 予備項目1、2、3

メンテナンス情報
1 メンテナンス日*

2 メンテナンス分類（錆取り、磨き、油さし、表面処理、
メッキ処理、その他）*

3 作業工数（日）*

4 メンテナンス備考欄

型の【廃棄】【返却】【保管費処理】に必要な情報をコンパクトに整理

保管費用情報
1 保管設備費

2 保管費

3 保管費確認日

4 備考欄
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2023年度、2024年度 変更点

＊入力必須項目



部品情報を登録する①

8



部品情報を登録する②

必須

   必須

9



企業情報を登録する

10

検索
ボタン



部品に型を紐付けて登録する

11

型追加
ボタン



部品に型を紐付けて登録する（新規型登録）

すべての項目は任意入力（必須入力項目は無し）

12



部品に型を紐付けて登録する（既存型登録）

13



型情報を登録する

14

画像
（Max3枚）

すべての項目は任意入力
（必須入力項目は無し）



型に部品を紐付けて登録する

15



CSVファイルから一括して情報を登録する

16



部品の実績情報を登録する（生産、納品、在庫）

17



部品の実績情報を登録する（生産、納品、在庫）

18



部品情報を検索する（例示：最終納品月）

19



型の保管情報を登録する

20



型のメンテナンス情報を登録する

21



型情報を検索する（例示：メンテナンスが必要な型）

22

＋
ボタン



検索結果をCSVファイルに出力する
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入力の簡素化（QRコード対応）

24



型番号をQRコードで読み取る

25

型検索の条件入力にカメラ起動ボタンを配置してQRコードで入力できるようにしました。ボタンをクリック（タップ）
すると自動でカメラが立ち上がり、型に貼り付けられたQRコードにかざすと該当する型を自動で一覧表示します
（該当する型が複数ある場合は複数表示されます。また、今回から実登録件数も表示するようにしました）。

カメラ起動ボタン
（QRコード読み込み）

型番号：構成部品番号1-1-1を
表したQRコード

QRコード：構成部品番号1-1-1の検索結果を
一覧表示
•型番号、画像、工程、製作日、状態、保管企業名、
保管施設名、保管場所アドレス、発注企業名、
部品番号、図面番号

試行の様子



保管場所アドレスをQRコードで読み取る

26

棚にもQRコードが貼り付けられている場合は、型検索の保管場所アドレスに配置するカメラ起動ボタンをクリック
（タップ）してQRコードにかざすと該当する型を自動で一覧表示します（該当する型が複数ある場合は複数
表示されます）。

カメラ起動ボタン
（QRコード読み込み）

保管場所アドレス：2を表した
QRコード

QRコード：2の検索結果
を一覧表示
•型番号、画像、工程、
製作日、状態、保管
企業名、保管施設名、
保管場所アドレス、
発注企業名、部品番号、
図面番号

試行の様子



データの活用（入庫・出庫管理）

27



入庫・出庫管理（2023年度新機能）

28

型管理ポータルに情報を登録しても普段から利用しないと、いざ使おうとした際に使い方を忘れたり、登録した
情報は登録した時点から陳腐化が始まっていきます。今般、登録した型情報を活用する新機能として、型の
入庫・出庫を管理する機能を追加しました。

PCイメージ

スマホ
イメージ

新設



型を出庫する

29

出庫メニューから型番号を入力し（QRコード入力も可）、出庫する型を選択して出庫ボタンをクリック（タップ）
すると、型のステータスが出庫中に変わります（同時に、保管場所情報の棚卸確認日、確認者を自動で更新
します）。

型選択画面に表示する情報は
・型番号 ・発注企業名
・工程  ・保管場所アドレス

キーボード
入力も可能

トップメニュー
（スマホ画面）

カメラ起動ボタン
（QRコード読み込み）

QRコード：構成部品番号４－
１－１の検索結果を一覧表示
•型番号、工程、発注企業名、
保管施設、保管場所アドレス

型を選択して出庫をタップすると、
型のステータスが出庫になる
（新機能）

出庫すると出庫中に が
入り、保管場所アドレス

は出庫前のまま



型を入庫する

30

型選択画面に表示する情報は
・型番号 ・発注企業名
・工程  ・部品番号

キーボード
入力も可能

カメラ起動ボタン
（QRコード読み込み）

入庫メニューから型番号を入力し（QRコード入力も可）、入庫する型を選択して入庫ボタンをクリック（タップ）
します。保管場所アドレスを入力して（QRコード入力も可）入庫完了すると型のステータスが入庫中に変わり
ます（同時に、保管場所情報の棚卸確認日、確認者を自動で更新します）。

カメラ起動ボタン
（QRコード読み込み）

キーボード
入力も可能

トップメニュー
（スマホ画面）

入庫処理を完了すると、型の
ステータスが入庫になる（新機能）

QRコード：構成部品番号１－１－１
の検索結果を一覧表示
•型番号、工程、発注企業名、保管施
設、保管場所アドレス



型を棚卸しする

31

入庫・出庫管理機能は型のステータスが入庫中（または出庫中）の型を入庫（または出庫）処理することを
容認しています。この機能を活用して型のステータスを上書きすることで、保管場所情報の棚卸確認日と確認
者が自動で更新されるため、棚卸のエビデンス情報にもご活用できます（型の貸出元は型管理ポータルで情報
を確認することができます）。なお、入庫・出庫管理機能の型検索結果は実登録の型のみ表示するようにして
おり、複数部品に紐付く型の入庫処理も１回でできるようにしています（紐付く部品は重ねて表示）。



データの共有（ダッシュボード）

32



ダッシュボード（2023年度新機能）

33

担当者が登録した情報を社内やサプライチェーンの関係者が共有することで、担当者のモチベーション維持や型
管理の適正化を推進します。今回ログインするとすぐに型情報を共有できるダッシュボード機能を追加しました。

マウスオンすると
情報を表示



ダッシュボードから該当の情報を確認する

34

ダッシュボードに表示される件数をクリックするとその内訳が自動表示されます（ダッシュボードに表示される件数
と内訳件数が異なる場合はその旨が表示されます）。

クリック！

件数の内訳を表示
（複数部品と紐づく型は重複して表示）



ダッシュボードの表示内容や指定期間を編集する

35

ダッシュボードに表示する内容や期間は企業毎に編集できます。ダッシュボード脇の歯車マークをクリックしますと
設定用子画面が表示されますので、表示内容を選択し、また期間を設定して保存ボタンをクリックいただきます
と表示内容が変更されます（編集は企業管理者に限定されます）。

クリック！

変
更



その他の主な機能追加、仕様変更

36



入庫してされていない型を検索する

37

入庫・出庫管理機能で出庫中・入庫中という型のステータスを追加したことから、型検索条件に出庫状態を
追加しています。これにより、入庫・出庫管理機能を利用される場合、棚に正しく戻されていない等、出庫中の
型を検索できるようにしました。



検索結果の表示を並び替える

38

検索結果は更新順に表示されますが、各表示項目をクリックしますと降順、昇順の順に検索結果が並び替わる
ように変更しました（CSVは並び替わった順番で出力されます）。

昇順で並べ替え



実績をCSVファイルに出力する（2024年度新機能）
部品検索結果は全項目CSV出力以外に、実績情報CSV出力も追加しました。このファイルを活用して、実績
情報の修正や削除するためのフォーマットに利用することができるようにしております。

39



情報の最終更新日時等を表示する

40

部品や型の詳細情報を表示すると最終更新情報が表示されるようにしました。ログイン者の所属企業が最終
更新した場合は最終更新者名、サプライチェーンが最終更新した場合は企業名を表示するようにしています。

異なるログイン者名
（企業管理者は㈱ティ・アイ・オー）

異なる表示

同じ情報

サプライチェーンの
情報
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